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論 文 内 容 の 要 旨
本論文は,序 章 と3部6章 そ して終章か ら構成されている。序章は,本 論文の課題が第1に!949
年新中国成立後 の成人高等教育の制度的な整備,確 立の過程および中国社会の戦後発展 との関連
で期待されてきた専門職者養成の職業教育 ・訓練の内容 と方法,そ れ らを支える理論的な基盤を
解 明すること,第2に は1980年 代以降の現代化の推進 と改革 ・開放政策 の展開による高度専門職
者養成への社会的需要の高ま り,一 方では教育の質的改善を目的 とした全国成人高等教育統一試
験,教 員資格制度,教 育評価な どの導入,実 施 による成人高等教育の再編 と拡充を把握 し,普 通
鋼等教育 とは異なる成人高等教育の独 自性 を構造的に明確にすることにある,と 述べている。
第1部 第1章 「建国後 ・新申国成入教育体制と成入高等教育の萌芽」 は,1949年 新 中国成立後
の成人高等教育の萌芽,成 立の過程 を詳述 している。特 に,1958年 「社会経済発展第二次五 ヶ年
計画」 の実施 に伴 う専門的な知識と技術をもつ人材養成の必要性が,成 人高等教育の整備を促進
することになるものの,本 格的な取 り組みは文化大革命終息後の1970年 代後半を待たなければな
らなかった,と 指摘 している。
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第2章 は 「1980年代成人高等教育政策 と制度の再編」 である。!978年12月 「中国共産党十一期
中央委員会三中全会」で決定 された社会主義的現代化の推進方針は,1980年 代の成人高等教育の
政策課題を現代化に必須な専門職者養成に主眼を置いた拡張へ と,向 かわせた ことに注 目してい
る。 「外延的方式」 と称され る成人高等教育機関および募集学生の大幅な増加策 と,そ の過程で
実施 された成人高等教育の再編を動態的に捉 えている。
第3章 「教育体制の改革 と成人高等教育の発展」は,1992年1月 「共産党十四期全国人民代表
大会」が決定 した社会主義的市場経済への移行に伴 う,成 人高等教育の管理,運 営 さらには研究,
教育各次元での競争性,自 律性,効 率性,合 理性,商 品性などの導入と,そ れ らへの対応 による
新たな体制の確立過程を分析 している。 さらに,教 育質 と運営効率の向上を目的 とす る成人高等
教育機関相互の連携,統 合の強化,受 益負担の原則 と自費生の拡大,評 価制度 の導入な ど,高 等
教育の現代化が急速 に進め られている状況を全体的に捉 え,1980年 代の 「外延的方式」 とは異な
る 「内包的方式」に基づく成人高等教育の発展期と位置づけている。
第H部 第4章 ・「中国高等教育における教育 と労働の結合思想 と内容」は,中 国成人高等教育が
草創期以来一貫 して重視 している教育 と労働 との結合思想 とその解釈 について,!950年 代か ら70
年代 までは全人格的な発達の観点か ら教育 と労働の結合 を重視す るマルクス主義的解釈が支配的
であったが,1980年 代以降の中国の現代化の推進 と改革 ・開放政策の登場 によ り,伝 統的な解釈
を維持 しなが らも,新 たに労働生産性の質的向上を観点として重視する経済発展主義的解釈が台
頭 して くる過程 を,時 代的かつ社会的な背景との関連か ら説明している。
第5章 は,職 業資格制度の確立 とその普及 について考察 している。中国社会の現代化を積極的
に推進 していくにあた り,政 府が1990年 代に決定 した政府 ・行政機関職員,教 員,企 業管理者,
技術職者 など専門職 に関する職業資格基準 と資格証書規程などの内容把握 を試み,併 せて職業資
格制の導入 と普及の状況 を説明 している。その上で,成 人高等教育が職業資格制の隔離 と普及 に
対応 した職業教育 ・訓練 を機能の中心に据えて,高 度な水準で,か つ体系的な内容 と方法で取 り
組む経過について考察を行っている。
第 皿部第6章 「成人高等教育学生の意識調査分析」は,1980年 代以降に整備,拡 充 を遂げてき
ている成人高等教育の現状に関す る成人学生の認識 と評価な どを,河 北省保定市の成人高等教育
在籍学生を対象 に試みたアンケー ト調査(有 効 回答票648)を 基 に論述 している。入学 の動機,目
的にはじま り教育の課程,内 容,指 導法さらには学費負担,学 業 と就業 との両立などに関する成
人学生の回答は,成 人高等教育の実相を リアルに映 し出している。
終章は,以 上の論述を踏まえ,中 国成人教育の現状 と課題 について指摘 して いる。成人高等教育
が,草 創期以来,普 通高等教育 とともに成人に高等教育への参加機会 を広 く提供 し,職 業を主体 に
専門的な知識 と技術 の習得に寄与してきた点を評価 しなが ら,1980年 代以降の現代化の推進 と改
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革 ・開放政策の展開が成人高等教育の制度的な整備と拡充を促進 した点を強調 している。一方,
成人高等教育への市場原理の導入は,教 育の質的改善に成果が期待されるものの,高 等教育機関
の合併,統 合,運 営経費の 自主的確保,教 育評価 とその活用,自 費学生の増加な ど,成 人高等教
育の構造に大きな変動を引き起 こしている点に着 目し,そ れ らの考究 を今後の課題 としている。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
中国の成人高等教育は,普 通高等教育 と並ぶ中国の高等教育 を構成する一つであ り,そ の制度
上の体系化 と機能 に関す る研究は,中 国の高等教育の全体的な理解にとって も重要な意味をもつ
ものである。本論文は,1949年 新中国成立以降の成人高等教育の成立,拡 張過程 を政策的な観点
か ら捉え,併 せて成人高等教育が担ってきた機能 を時代的な背景 との関連か ら考察 し,中 国成人
高等教育 を全体的かつ構造的に解明す ることを課題 としたものである。
成人高等教育は,新 中国成立直後の1950年 に人民大学に就業成人を対象とす る夜間大学および
通信教育部が設置 された ことを萌芽的な動き とし,そ の後,業 余成人高等教育機関が主要都市を
中心に新設,普 及 され,政 府,企 業等 の幹部さらには労働者,農 民幹部に専門的な教育の機会 を
提供 し,社 会主義社会の建設 と発展 に必須である人材養成 に大きく貢献 してい く過程 を,詳 細 に
論述 して いる。 この点は,本 論文の成果の一つとして評価 される。
本論文の焦点は,成 人高等教育 の成立過程を踏まえ,1980年 代以降の成人高等教育の展 開を分
析,解 明することにある。 中国 にとって歴史的な大転換である社会主義的現代化および社会主義
的市場経済の推進下で,政 府が着手 した(1)経済 を主体 に社会の広範な分野で活躍する専門職者の
養成 に重点を置いた成人高等教育機関数および募集学生人員数の拡張策,(2>教 育質の確保,向 上
を目的 とする成人高等教育機関の新設,運 営基準の設定,全 国成人高等教育統一試験制の導入,
応募資格 の統一化な どの諸施策,さ らには(3)労働市場および行政,企 業,学 校等での人事機構の現
代化策の一環である職業資格制の導入 と,そ れに伴 う成人高等教育 に対する高度専門的な職業教
育 ・訓練 の役割期待の台頭な どについて,関 連する主要な政策,文 献,統 計資料などを基 に分析,検
討 し,1980年 代以降の成人高等教育の展開を全体的かつ構造的に把握す ることに成功 している。
それに加えて,成 人高等教育が1980年 代以降の中国政府の現代化の推進 と改革 ・開放政策 の展
開のもとで拡張を遂げなが ら,同 時 に制度的 に整備 され,ま た機能 として も職業教育 ・訓練 を特
化させる方向で社会 に対 して明示す ることで,普 通高等教育 と並ぶ独立 した,し かも固有の機能
をもつ もう一つの高等教育 としての体制 を築 いていく点 を的確に指摘 していることは,本 論文の
成果 として特記 に値するものである。
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本論文は,中 国成人高等教育の展開を政府が策定 した政策に依拠 しなが ら,そ れ らを時代的な
諸状況 と関連 させ精確 に内容分析 し,論 述 している点 に,研 究方法上の独 自性を認めることがで
きるが,政 策の浸透,定 着そ して成果 に関する一連の実証的な考察 に十分さを欠いている こと,
さらには1966年 か らのおよそ10年 に及ぶ文化大革命期の考察や全体 にわたる論述の展 開などにも
若干の問題 も指摘できる。
しかし,前 述 した本論文の研究成果,と りわけ1980年 代以降の中国の社会主義的現代化および
社会主義的市場経済の推進に触発された成人高等教育 の構造的な変動を適切 に把握 し,今 後の動
向 を含む政策および研究 をめ ぐるの課題の提示は,中 国の成人高等教育な らびに高等教育研究 に
新たな知見 を加えるとともに,今 後の研究の進展に寄与す るもの と考 え,同 時に中国を越 えた時
代的な共通の課題である成人と高等教育に関する研究 にも多 くの示唆を与える点で高く評価 でき
る。
よって,本 論文は博士(教 育学)の 学位論文 として合格 と認める。
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